
日照時間センサ

▼ＷＭＯ定義のしきい値１２０Ｗ/ｍ２による日照時間測定

▼ＲＳ４８５、電圧アナログ、電圧デジタル、ＳＤＩ-１２、接点出力

日照時間センサＬＰＳＤ１８は日照の状態と時間を測定します。ＷＭＯ（世界

気象機関）は日照時間を、直達太陽放射が１２０Ｗ/ｍ２を超えている時間

の長さと定義しています。

ＬＰＳＤ１８は特定の位置に配置されたフォトダイオード列で測定を行いま

す。これにより、どのような気象条件下でも正確な放射測定が得られます。

この方法は機械的可動部品がないため、高い測定信頼性を保証します。

ＬＰＳＤ１８は、ＷＭＯ要求に準じて太陽の在否を表示するのみならず、直

達放射（ＳＲＤ）を測定します。従って、この日照時間センサは、太陽追尾装

置との組合せで、ローコストの直達日射計としても使用できます。

日照時間センサＬＰＳＤ１８は、別電源駆動、絶縁タイプのヒータ素子を備

えており、受感素子のあるガラス筒表面の結露を防ぎます。厳しい気象

条件下で使用する場合、上記の３つのバージョン何れにも装備できる追

加ヒータ素子がオプションで準備されており（オプション“Ｒ”）、氷結や積

雪を防ぎます。ＬＰＳＤ１８は年間を通じて位置調整をする必要がなく、マス

トや適切な取付けベースに取付けることができます。

農学（農業科学）、作物の生育、太陽光発電における性能評価、ビルオー

トメーションにおけるブラインドやシャッターの自動開閉その他、太陽光の

在否をモニタする必要のある様々な用途に使用できます。

ＬＰＳＤ１８には出力タイプの違いにより、３つのバージョンがあります：

ＬＰＳＤ１８.１ ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力および無電圧接点出力
（閉=ＳＲＤ≧１２０Ｗ/ｍ２、開=ＳＲＤ＜１２０Ｗ/ｍ２）

ＬＰＳＤ１８.２ ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力、アナログ電圧出力
ＤＣ０～１Ｖ（直達放射０～２０００Ｗ/ｍ２に相当）および
デジタル電圧出力（出力１Ｖ=ＳＲＤ≧１２０Ｗ/ｍ２、出力
０Ｖ＝ＳＲＤ＜１２０Ｗ/ｍ２）

ＬＰＳＤ１８.３ ＳＤＩ-１２出力および無電圧接点出力
（閉＝ＳＲＤ≧１２０Ｗ/ｍ２、開＝ＳＲＤ＜１２０Ｗ/ｍ２）

■テクニカルデータ

受感素子 シリコンフォトダイオード×１６

スペクトル範囲 ３６０～１１００ｎｍ

直達放射（ＳＲＤ）測定範囲 ０～２０００Ｗ/ｍ２

直達放射測定精度 月間合計において９０％超

日照時間センサ測定精度 月間合計において９０％超

応答時間 ＜１ｍｓ

しきい値 １２０Ｗ/ｍ２

日照時間分解能 １秒

本体供給電源・消費電流 ＤＣ７～３０Ｖ、５ｍＡ（１２Ｖにて）

ヒータシステム供給電源 ＤＣ１２～１５Ｖ

結露防止ヒータ消費電力 １Ｗ（１２Ｖにて）

氷結防止ヒータ消費電力
５Ｗ（１２Ｖにて）
内部温度＜６℃でＯＮ、＞１０℃でＯＦＦ

内部温度測定範囲 -４０～＋８０℃

内部温度測定精度 ±０.５℃

動作温度 -４０～＋８０℃

重量 約０.９ｋｇ

保護等級 ＩＰ６６

出力

ＬＰＳＤ１８.１
・ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ
・�絶縁接点 
（閉=ＳＲＤ≧１２０Ｗ/ｍ２、開=ＳＲＤ＜１２０Ｗ/ｍ２）

ＬＰＳＤ１８.２

・ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ
・アナログ出力ＤＣ０～１Ｖ（０～２０００Ｗ/ｍ２）
・�デジタル出力０～１Ｖ 
（１Ｖ=ＳＲＤ≧１２０Ｗ/ｍ２、０Ｖ=ＳＲＤ＜１２０Ｗ/ｍ２）

ＬＰＳＤ１８.３
・ＳＤＩ-１２
・�絶縁接点 
（閉=ＳＲＤ≧１２０Ｗ/ｍ２、開=ＳＲＤ＜１２０Ｗ/ｍ２）

日照時間センサＬＰＳＤ１８は１６個のセンサをベースにしており、これらのセンサは、太陽

が在るとき、少なくともひとつのフォトディテクタが太陽からの直達光にさらされるように配

置されています（散乱光要素とは別に）。太陽の直達光にさらされないセンサは拡散光

の測定に使用され、その値は直達放射を得るために直達太陽に向けられているセンサ

が測定した値から減じられます。

円筒状のガラスは、日照時間センサのセンサと内部の回路を環境から守ると同時に、太

陽光に対する優れた透過性を提供します。

ヒータ素子に加えて、内部の結露を防ぐために、ＬＰＳＤ１８はシリカゲル乾燥剤を充填す

るカートリッジとともに供給されます。

■動作原理

■日照時間センサの取付け

日照時間センサは、ガラス筒の定期的なクリーニングやその他のメンテナンスのし易い

場所に取付けてください。また、日照時間センサは、設置される水平面を越える建物や、

木立その他の障害物を避けて設置してください。やむを得ない場合は、日の出から日没

までの間で、日照時間センサの接地水平面から５°以内の障害物は許容できます。測定

に影響を及ぼすような反射物が周辺にないことも確認してください。

日照時間センサは一年を通じて位置調整の必要はありません。

取付けには２種類の方法が準備されています：

ＬＰＳＤ１８.Ｏ： 日照時間センサをベースプレートＬＰＳＤ１８.Ｏに固定するバージョン
です。ベースプレートにより、センサの取付け場所の緯度での太陽の
位置に合わせられるよう、センサを垂直に対して８０°まで傾けることが
できます。２つの可調整脚と１つの固定脚によってセンサを水平に設
置することが可能です（Ｆｉｇ.１）。

ＬＰＳＤ１８.ＶＫ： サポートＬＰＳＤ１８.ＶＫを使用して、日照時間センサをφ４０ｍｍの垂直
マストに取付けるバージョンです。このサポートは、センサの取付け場
所の緯度での太陽の位置に合わせられるよう、センサを垂直に対し
て８０°まで傾けることができます（Ｆｉｇ.２）。

Ｆｉｇ.１：水平面設置用ベースプレートＬＰＳＤ１８.Ｏ

ＲＳ４８５＋接点出力 LPSD18.1
ＲＳ４８５＋アナログ電圧＋デジタル電圧出力 LPSD18.2

ＳＤＩ-１２出力＋接点出力 LPSD18.3
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Ｆｉｇ.２：マスト取付用サポートＬＰＳＤ１８.ＶＫ

● �日照時間センサをその最終位置に位置決めする前に、センサを垂直に置き、センサ

の上部にある気泡水準器で、センサを設置するマストあるいはサポートの水平がとれ

ているかどうかを確認してください（Ｆｉｇ.３）。

● �日照時間センサを、印がサポートの目盛の（９０°-緯度）の値に合うよう傾け、センサの

頭部（気泡水準器のある部分）を、センサを北半球で使用する場合は北極に、南半

球で使用する場合は南極へ向けます（Ｆｉｇ.４、Ｆｉｇ.５）。

● �日照時間センサの軸が地面に対して作る角度は取付け場所の緯度と等しくなります。

このようにして、センサの軸は北-南の地軸と並行になります（Ｆｉｇ.５）。

Ｆｉｇ.３：センサの水準

Ｆｉｇ.４：センサの方向決め

Ｆｉｇ.５：センサの方向決め

ＬＰＳＤ１８.１ 日照時間センサ（ＷＭＯ定義しきい値１２０Ｗ/ｍ２基準）、Ｒ
Ｓ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力および無電圧接点出力（閉＝
ＳＲＤ≧１２０Ｗ/ｍ２、開＝ＳＲＤ＜１２０Ｗ/ｍ２）、気泡水準器
付、結露防止ヒータ内蔵（１Ｗ・ＤＣ１２Ｖ）、Ｍ１２オスプラグ
付属
水平面取付用ベースプレート、マスト取付用サポート、Ｍ
１２オスプラグ付ケーブル５ｍまたは１０ｍは別売り

ＬＰＳＤ１８.２ 日照時間センサ（ＷＭＯ定義しきい値１２０Ｗ/ｍ２基準）、Ｒ
Ｓ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力、ＤＣ０～１Ｖアナログ出力（＝０
～２０００Ｗ/ｍ２）およびデジタル電圧出力（出力１Ｖ＝ＳＲＤ
≧１２０Ｗ/ｍ２、出力０Ｖ＝ＳＲＤ＜１２０Ｗ/ｍ２）、
その他標準付属品、オプションはＬＰＳＤ１８.１に同じ

ＬＰＳＤ１８.３ 日照時間センサ（ＷＭＯ定義しきい値１２０Ｗ/ｍ２基準）、Ｓ
ＤＩ-１２出力および無電圧接点出力（閉＝ＳＲＤ≧１２０Ｗ/
ｍ２、開＝ＳＲＤ＜１２０Ｗ/ｍ２）
その他標準付属品、オプションはＬＰＳＤ１８.１に同じ

ＬＰＳＤ１８.Ｏ 平面取付用ベースプレート（可調整脚２、固定脚１）、太
陽高度に対して対垂直８０°までの傾斜調整可

ＬＰＳＤ１８.ＶＫ φ４０ｍｍマスト取付用サポート、太陽高度に対して対垂
直８０°までの傾斜調整可

ＬＰＳＧ 除湿シリカゲル用カートリッジ、Ｏリング付
ＬＰＧ シリカゲル５個パック
ＣＰ１８.５ １２芯ケーブルＬ＝５ｍ、８極Ｍ１２オスプラグ付、片側切放し
ＣＰ１８.１０ １２芯ケーブルＬ＝１０ｍ、８極Ｍ１２オスプラグ付、片側切放し

■ご注文コード

氷結・積雪防止用追加ヒータ：
記号なし＝追加ヒータなし
Ｒ ＝追加ヒータ付

出力：
１＝ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力および無電圧接点出力
２＝�ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力、ＤＣ０～１Ｖアナログ 

出力および０/１Ｖデジタル電圧出力
３＝ＳＤＩ-１２出力および無電圧接点出力

ＬＰＳＤ１８.
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